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研究成果の概要 

本研究は糖鎖修飾の舞台としてのゴルジ体に着目し、その微細構造の時空間ダイナミクスと糖タ

ンパク質の輸送経路を精密探査するものである。さらに、ゴルジ体の形成とカーゴ分子の選別輸送

の分子機構を解明することにより、分泌経路の設計原理を理解し、その過程で得られた知見を基

にタンパク質の糖鎖修飾を制御することを目指している。 

本年度は、これまで構築してきた連続切片を用いた走査電子顕微鏡技術を更に進展させて、

詳細なゴルジ体の 3 次元電子顕微鏡像にガラクトース転移酵素 B4GALT1 の局在をマッピングする

ことに成功した。また、糖転移酵素に蛍光プローブやビオチン化酵素を融合し、糖転移酵素のネッ

トワーク像を明らかにした。特に、20 種類の酵素を対象に、分子ネットワークを構成するタンパク質

の種類と量の類似性に基づいてクラスター分析を行った。その結果、N 型糖タンパク質とプロテオ

グリカンの糖鎖形成にかかわる酵素は異なるクラスターに属することが明らかとなった。 

加えて、バイオ実験自動化ロボットによる免疫染色プロトコルの実装に成功した。昨年度開発した

マイクロプレートを顕微鏡に受け渡す補助ロボットと連携することで、バイオイメージング実験の自

動化に向けての基盤を構築することができた。 

一方、培養哺乳動物細胞にフコース転移酵素 9（FUT9）を過剰発現させたところ、LAMP-1に特異

的に Lewis X糖鎖の修飾が認められた。本現象を契機として、LAMP-1 タンパク質中の 29残基か

らなるセグメントが特定の糖転移酵素(FUT9)との直接的な相互作用を規定することを通じて、特異

的な糖鎖修飾（LewisX形成）をもたらすことを見出した。このことは、糖タンパク質分子の中におい

て、タンパク質部分の特定の配列が、糖鎖部分のかたちづくりに深く関わっていることを意味してい

る。この 29残基を導入することで他のタンパク質の糖鎖修飾を制御する分子コードとして活用でき

る可能性をも示すことができた。 
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